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令和7年度第１回
秋田市上下水道事業経営審議会
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令和８年１月２０日 秋田市上下水道局

写真：秋田市水道発祥の地
藤倉水源地

秋田市上下水道局
マスコットキャラクター
（水乃環太朗：カンちゃん）

～秋田市上下水道事業の現状について～
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水道施設

②取水施設
水源から水道の原水を
取り入れるための設備等

①貯水施設
水道の原水を貯留するための
設備等

①貯水施設
水道の原水を貯留するための
設備等

③導水施設
取水施設で取り入れた水を
浄水施設へ導くための導水路等

④浄水施設
原水を人の飲用に適する水として
浄化処理するための設備等

⑥配水施設
一般の需要に応じ必要な水を
供給するための配水場、配水管等

⑤送水施設
浄水施設で処理された浄水を
配水施設に送るための送水管等

ダム

取水場
導水管

浄水場

送水管

配水管

配水場
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給水装置
配水管に取り付けられた分水栓、そこから各家庭に
引き込まれた給水管、止水栓、メーター、水抜き栓、
じゃ口など用具を総称して「給水装置」という。
「給水装置」はお客さまの財産（メーターを除く）。
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水道の主な施設
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浄水場 水源 給水能力
m3/日

ろ過方式 稼働年度 送水先

仁井田

現在
全面更新
工事中

雄物川
(右岸)

154,600

規模縮小
65,300

急速 S29

手形山配水場
豊岩配水場
御所野配水場

雄和地域

豊岩 雄物川
(左岸) 35,800 急速 S58 浜田配水場

仁別 地下水
浅井戸 960 急速 H4 仁別配水場

松渕 地下水
深井戸 3,803 急速 H2 七曲配水場

和田配水場

俄沢 地下水
浅井戸 1,974 緩速 H12 俄沢配水場

上野配水場

1

2

3

4

5

A
B
C

D

仁井田,80.4%
豊岩,

17.1%

給水
人口

割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

松渕 1.6%、俄沢 0.8%、仁別 0.1%
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下水道施設

下水管(雨水管)

下水管(汚水管)

下水道終末処理場

川や海

マ
ン
ホ
ー
ル

汚
水
ま
す

・家庭などから流される汚水は、下水管を
通って下水道終末処理場に送られる。

・雨水は雨水管を通って川へ流される。

雨
水
ま
す
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排水設備
下水道や農集施設、市設置浄化槽に、各家庭から出る汚水を流す
ために必要な宅地内の排水管や汚水ますのことを 「排水設備」
という。「排水設備」はお客さま（所有者）の財産。
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下水道の主な施設
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処理場
処理区域

面積
㏊

処理能力
m3/日

供用
開始
年度

備考

秋田臨海処理センター 13,323 195,000 S57 秋田県の施設
計8市町村

仁別浄化センター 45 1,150 H3

農業集落排水施設 337 960
S54
～

H20

１１施設の計

1

2

臨海処理センター,98.3%

水洗化
人口

割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農集、仁別

1

2

※ 臨海処理センターは秋田市以外の市町村分も含む
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人口と収入の実績推移
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水道管路の経年化率・更新率
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 全国の管路経年化率は25.13%まで上昇、管路更新率は0.64％まで低下
 秋田市の管路経年化率は11.15%まで上昇、管路更新率は１０年平均で１．０８％

令和６年度 全国水道主管課長会議資料、水道統計調査に加筆
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水道施設の耐震化率
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 全国平均と比べ、基幹管路の耐震化率は高い
 全国平均と比べ、浄水場、配水池は全国平均より低い

0
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配水
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【R5】(%)

全国

秋田市

新仁井田完成後

水道統計調査から作成

基幹管路の耐震化率(%)=

浄水場の耐震化率(%)=
耐震化対策の施された浄水施設能力(m3/日)

全浄水施設能力(m3/日)

基幹管路のうち耐震管延長(km)
基幹管路の延長(km)

※ 基幹管路:導水管、送水管、配水本管(重要な配水管)

配水池の耐震化率(%)=
耐震化対策の施された配水池有効容量(m3)

全配水池有効容量(m3)

新仁井田浄水場の完成イメージ
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下水道管きょの経年化率・更新率
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 全国の管きょ経年化率は6.02%まで上昇、管路更新率は0.15％
 秋田市の管路経年化率は11.０６%まで上昇、管路更新率は１０年平均で０．２８％

令和6年5月 国土交通省提供資料に加筆
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秋田市上下水道事業基本計画
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基本計画 -重点施策-
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基本計画 -重点施策-
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基本計画 -重点施策-
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補てん財源

【水道事業会計：令和6年度決算】

不足分を
補てん利益・内部留保

【収益的収支：税抜き】 【資本的収支：税込】
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経常収支比率の推移（水道会計）

21

人口減・水需要減に伴い収益は減少傾向、物価上昇等により費用
は増加傾向にあり、経常収支比率は減少傾向

※経常収支比率：給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用を
どの程度賄えているかを表す指標。
【経常収益÷経常費用×100】
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料金回収率の推移（水道会計）

22

料金回収率は健全経営の水準とされる100％以上を維持している
ものの、減少傾向

※料金回収率：給水に係る費用を、給水収益でどの程度賄えているかを表す指標。
【供給単価÷給水原価×100】
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料金回収率（水道会計）

R2 R3 R4 R5 R6

給水原価
（円/㎥）

167.94 164.78 171.57 181.20 185.18

供給単価
（円/㎥）

188.61 189.48 190.20 191.62 191.87

料金回収率
（％）

112.3 115.0 110.9 105.8 103.6

23

※給水原価:水道水１m3当たりの供給にどれくらいの費用がかかっているかを表す指標
※供給単価:水道水１m3当たりの販売単価
※料金回収率（%）＝供給単価÷給水原価×100

給水原価は、令和3年度以降、電気料金・資機材等の高騰により、上昇傾
向。これに伴い、料金回収率は減少傾向
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【下水道事業会計：令和6年度決算】

補てん財源

不足分を
補てん

利益・内部留保

【収益的収支：税抜き】 【資本的収支：税込】
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経常収支比率の推移（下水道会計）

25

人口減・水需要減に伴い収益は減少傾向、費用は令和2年度以降、流
域下水道維持管理負担金の改定により増となり、経常収支比率は減少

※経常収支比率：下水道使用料や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用を
どの程度賄えているかを表す指標。
【経常収益÷経常費用×100】
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経費回収率の推移（下水道会計）

26

経費回収率は健全経営の水準とされる100％以上を維持している
ものの、減少傾向

※経費回収率：汚水処理に要した経費を、使用料でどの程度賄えているかを表す指標。
【下水道使用料÷汚水処理費（公費負担分を除く）×100】
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経費回収率（下水道会計）

R2 R3 R4 R5 R6

汚水処理原価
（円/㎥）

150.66 152.87 146.71 168.04 160.34

使用料単価
（円/㎥）

173.56 173.85 173.66 174.89 175.21

経費回収率
（％）

115.2 113.7 118.4 104.1 109.3

27

※汚水処理原価:有収水量１m3当たりの汚水処理にどれくらいの費用がかかるかを表す指標
※使用料単価:有収水量１m3当たりの処理単価
※経費回収率（%）＝使用料単価÷汚水処理原価×100

汚水処理原価は、令和3年度以降、電気料金・資機材等の高騰により、
上昇傾向。これに伴い、経費回収率は減少傾向
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【農業集落排水事業会計：令和6年度決算】

補てん財源

不足分を
補てん

利益・内部留保

【収益的収支：税抜き】 【資本的収支：税込】
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経常収支比率の推移（農集会計）

29

費用の不足分を一般会計から繰り入れしているため、経常収支比率
は100％以上を維持

※経常収支比率：施設使用料や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用を
どの程度賄えているかを表す指標。
【経常収益÷経常費用×100】
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経費回収率の推移（農集会計）

30

経費回収率は100％を大きく下回っており、一般会計からの繰り入
れに依存した経営となっている。

※経費回収率：汚水処理に要した経費を、使用料でどの程度賄えているかを表す指標。
【下水道使用料÷汚水処理費（公費負担分を除く）×100】
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水道事業会計の見通し（収益的収支）

31

・収益的収入は、人口減に伴う給水収益の減少により、減少傾向
・収益的支出は、令和10年度以降、（新）仁井田浄水場の減価償却費に
より、大幅増

・当年度純損益は、令和８年度以降、収益的収支の逆転により赤字に転じる。

※減価償却費：
資産の取得価額を耐用年数に応じ

て配分し、各年度の経費として計上
する費用
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水道事業会計の見通し（資本的収支）

32

・資本的収支は、令和９年度までは仁井田浄水場の更新事業のため、
支出が大きくなっているが、その後は50億円程度で推移する見込み

・資金残高は、令和11年度にマイナスに転じる見込み
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下水道事業会計の見通し（収益的収支）

33

・収益的収入は、人口減に伴い下水道使用料が減少するものの、
浸水対策事業にかかる一般会計繰入金の増により、増加傾向

・収益的支出は、令和８年度以降、委託費の増加や流域下水道維持
管理負担金の単価上昇により、増加する。

・当年度純損益は、令和８年度以降、収益的収支の逆転により赤字に転じる。

※流域下水道維持管理負担金：
流域下水道を管理する秋田県に対

し、修繕、維持その他管理に要する費
用の一部を負担する仕組み
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下水道事業会計の見通し（資本的収支）

34

・資本的収支は、令和10年度までは浸水対策事業のため、支出が大きく
なっているが、その後は90億円程度で推移する見込み

・資金残高は、令和11年度まで減少するものの、その後は微増となる見込み
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秋田市上下水道事業経営審議会
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本市の料金・使用料の現状

36

・水道料金:H８年４月(29年経過) ・下水道使用料:H15年４月(22年経過）

・ 将来にわたり、良質な上下水道サービスを持続していくためには、
料金・使用料の見直しが必要な状況

・ 長期的な低金利時代の継続のほか、高金利債の繰上償還による利払い負担
の軽減などにより、 経費全体が抑制

・ 窓口業務等の包括的民間委託や各種システムの導入による人件費の削減

・人口減少に伴う料金、使用料の減収
・社会経済情勢の変化に伴う急激な物価上昇
・令和５年７月豪雨、能登半島地震など、災害の頻発化、激甚化
・浄水場更新や雨水排水ポンプ場整備など、大規模事業の本格化

直近改定

これまでの取組

新たな課題

将来
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中核市の水道料金（家庭用）

2,860 円
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平均2,890円

37
20㎥使用料金(13mm)【基本料金含む】(円/月(税込み))

(円/月)
62市中23番目に高い
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東北県庁所在都市との比較（水道）
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都市名 現行料金
改定年月

経過年数
（年）

１か月20㎥
料金（円）

給水人口密度
（人/㎢）

青森市 S60年4月 40 2,728 1,263.68

秋田市 H8年4月 29 2,860 1,003.49

盛岡市 H29年4月 8 2,890 1,963.93

山形市 H18年4月 19 3,509 1,690.16

仙台市 H10年4月 27 3,553 2,948.95

福島市 H28年4月 9 3,718 976.08

令和7年4月1日現在

※メーター口径13mmで、１か月20㎥使用した場合の料金の安い順
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中核市の下水道使用料（一般家庭）

3,113 円
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平均2,641円

39
20m3使用料【基本使用料含む】(円/月(税込み))

(円/月)

62市中14番目に高い
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東北県庁所在都市との比較（下水道）
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都市名 現行使用料
改定年月

経過年数
（年）

１か月20㎥
使用料（円）

処理区域内人口
密度（人/㎢）

仙台市 H14年6月 22 1,917 6,077.98

福島市 H15年4月 22 2,860 4,535.69

青森市 H27年4月 10 3,108 4,867.64

秋田市 H15年4月 22 3,113 4,752.95

山形市 H10年4月 27 3,355 4,024.75

盛岡市 R7年4月 0 3,377 4,939.18

令和7年4月1日現在

※１か月20㎥使用した場合の使用料の安い順
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東北県庁所在都市との比較（上下合計）
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都市名 １か月20㎥
水道料金（円）

１か月20㎥
下水道使用料（円）

上下合計
（円）

仙台市 3,553 1,917 5,470

青森市 2,728 3,108 5,836

秋田市 2,860 3,113 5,973

盛岡市 2,890 3,377 6,267

福島市 3,718 2,860 6,578

山形市 3,509 3,355 6,864

令和7年4月1日現在

※メーター口径13mmで、１か月20㎥使用した場合の料金の安い順
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秋田市上下水道事業経営審議会
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１ 上下水道施設の概要
２ 事業を取り巻く現状と課題
3 事業経営の現状と今後の見通し
4 本市の料金・使用料の現状
5 料金・使用料の算定
6 今後のスケジュール
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水道料金について
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水道水の供給に要する費用は、
使用者からの水道料金で賄うことが原則

水道事業者

水道料金

利用者
水道水の供給

給水契約
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下水道使用料について
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汚水処理に要する費用は使用者からの下水道使用料、
雨水処理費等の費用は一般会計で負担

下水道事業者

一般会計繰入金

市町村
雨水排水施設の整備等

下水道使用料

汚水の処理

使用者
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料金(使用料)算定の手順
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１ 財政計画の策定

２ 料金水準の算定
(総括原価の算定)

３ 料金体系の設定
(個別原価の算定)

①料金算定期間の決定
②水需要の予測
③財政収支の見積り

①総収入額の算定
②関連収入の控除
③資産維持費の算入

①料金体系の選択
②原価の分解
③原価の配賦

料金表の確定
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総括原価方式とは
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営業費用
・人件費
・動力費
・薬品費
・修繕費
・減価償却費

など

資本費用
・支払利息
・資産維持費

控除収入
・受託工事収

益など

料金・
使用料
収入= =+ -総括原価

資産維持費 = 対象資産 資産維持率×

対象資産 料金算定期間の期首および期末の平均償却資産残高
資産維持率 ３%を標準として事業の状況を勘案して設定



© Water and Sewerage Bureau，City of Akita

資産維持費とは
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建設時の
取得価格

物価上昇

施設の
高度化

建設時の
取得価格 数十年後

資産維持費
として

原価算入

減価償却費
として
回収

施設建設時 施設更新時

資産維持費とは
事業の施設実態の維持等のために、

施設の建設、改良、再構築および企業
債の償還等にも充当されるべき額であ
り、維持すべき資産に適正な率を乗じ
て算定した額とする。
(水道料金算定要領)

施設の高度化とは
技術革新により求められる

水準が上がり、過去の投資額
では施設を更新できない
例)  普通の鋳鉄管→耐震管

画像提供：POLITEC

耐震管の例
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秋田市上下水道事業経営審議会
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１ 上下水道施設の概要
２ 事業を取り巻く現状と課題
3 事業経営の現状と今後の見通し
4 本市の料金・使用料の現状
5 料金・使用料の算定
6 今後のスケジュール
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今後のスケジュール

49

【令和７年度第２回審議会の開催】
日時 令和８年２月９日 １３：３０～
場所 川尻庁舎４Ｆ会議室
内容 審議会への諮問を予定

＜令和8年度以降の会議開催予定＞
令和8年７月頃の答申に向け、
３回程度開催予定



© Water and Sewerage Bureau，City of Akita

さいごに
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上下水道局
トップページ

こちら→

・ホームページで各種情報を発信
→審議会での審議状況についても、情報発信予定


